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懸
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育
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員
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予
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す
る
４
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能登半島地震災害支援 ＜特集＞ 
 4月8、9日の２日間、日本共産党京都市会議員団10名（議
員7人と事務局員3人）で石川県七尾市の能登島を訪ね、地震
の被災者に支援物資を届けて要望等を聞きました。 
 8日の早朝に京都市役所前から車で出発し、石川県羽咋市
に日本共産党や⺠主団体とで設置された『能登半島地震被災
者共同支援センター』に昼前に到着。センターからは初めて
支援活動に入る能登島の一番被害が大きかった野崎という集
落に入りました。島に渡る橋は2本ありますが、1本しかまだ
通れず、道もやっと簡易な補修がされ、段差もある状況でし
た。3ヶ月経っても、瓦礫の山があちこちにあり、言葉を失
う状況に多くありました。 
 古い家屋は全壊や半壊など住める状況ではなく、やっと4
月に入って水道が通り、帰ってきたばかりという方が多くお

られました。「仮設住宅
に当たったので、これか
ら入る。家は大規模半壊
なので、公費で解体はし
てくれるけど、高齢だ
し、家を建て直すめどは
ない」「輪島の食器が納

屋にあるけど、危なく
て入れない」仮設住宅
で出会った方は、「2
年間は住めるが、その
後のことはまだ考えら
れない」など、不安の
声を多くお聞きしまし
た。 
 

支援活動に参加して思うことは、共産党を含むセンターが
あることの意義は大きいし、今後は奥能登に行きやすいよう
に半島北部の穴水の地域にも拠点を作るとのことで、セン
ターの体制強化も必要と思います。党の自治体議員が少ない
地域だけに全国の党組織が支援する必要性を実感しました。
京都市も、職員リストラが進められ、公的な役割が果たせる
のか大いに問われると思います。市会議員団としても今後も
計画的に参加できるように検討していきたいと思っていま
す。 

共同支援センター前にて 

倒壊家屋が多い能登島・野崎の地域 

一軒一軒訪ね、お困り事等を聞く ↑倒壊家屋を前にて、撤去するの

も大変です。全壊のお家の方はど

こにおられるのか・・・。 

⇐右手前の家は新しく被害はほとん

どなかったのに、奥の家が傾き、

家屋がずれて寄りかかってきてお

り、屋根の一部が損壊してしまっ

ている。 

開設したばかりの仮設住宅。見

た目はコンテナなようですが、

中は北海道仕様で、木材の内壁

で、木の匂いのする仮設でした 

津波による影響で本来の避難施設

ではなく、急遽避難所になった体

育館。最大70人が避難。現在は10

人に。天井の板が半分ほど剥がれ

落ちている 
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